
ｴｸｾﾚﾝﾄｶﾝﾊﾟﾆｰとQM８原則

● 原則１－－顧客重視
組織はその顧客に依存しており、その為に、現在及び将来の顧客ニーズを理

解し、顧客要求事項を満たし、顧客の期待を超えるように努力すべきである｡

● 原則２－－リーダーシップ
リーダーは、組織の目的及び方向を一致させる。リーダーは､人々が組織の目

的を達成する事に十分に参画出来る内部環境を創り出し、維持すべきである。
● 原則３－－人々の参画 (目標管理によるｾﾙﾌｺﾝﾄﾛｰﾙ･動機付け･重要性認識)

全ての階層の人々は、組織にとって根本的要素であり、その全面的な参画に
より、組織 の便益の為にその能力を活用することが可能となる。

● 原則４－－プロセスアプローチ
活動及び関連する資源が一つのプロセスとして運営管理されるとき、望まれる
結果がより効率よく達成される。

● 原則５－－マネジメントへのシステムアプローチ
相互に関連するプロセスを一つのシステムとして､明確にし、理解し、運営管理
することが組織の目標を効果的で効率よく達成することに寄与する。

● 原則６－－継続的改善
組織の総合的ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの継続的改善を組織の永遠の目標とすべきである。

● 原則７－－意思決定への事実に基づくアプローチ
効果的な意思決定は、データ及び情報の分析に基づいている。

● 原則８－－供給者との互恵関係 供給者 組織 顧客
組織と供給者は独立してる､両者の互恵関係は両者の価値創造能力を高める
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強い会社から更に良い会社への脱皮 

顧客がその組織の製品･サービスを見ないでも(品質･価格)安心して購入できる。このような状

況･条件を備えた組織がエクセレントカンパニーといえるのでしょう。長期的に見れば、顧客重視

の政策は安定、継続顧客を増やしてコスト削減になります。日産のゴーンさんの様に明確な方

針･目標を打ち出す形のリーダーシップと、組織の要員全員に目標実現計画の策定と実行に対

する参画によって、顕著な業績向上が実現されています。製品を良くするという品質保証（QA）の

考え方ではなく、プロセスとしての業務、仕事のやり方を継続的に改善することです。マネジメント

システムの考え方は、製品の質（QA）ではなく、経営の出来映えの質（QMS）を「継続的に改善」

するためのものであります。 

「事業継続計画」が機能するためには、思い込み、経験、での判断ではなく、現状の｢事実」に

基づいて、客観的、合理的、皆が納得できる分析結果による意思決定が必要とされます。また巨

大なメーカーといえども自社製品を自給自足的に全てまかなうことはできません。供給者に依存

する部分があります。これは、力関係での下請けではなく、パートナーとしての考え方です。自分

ではできないような部分を補ってくれる供給者と組んで顧客満足製品・サービスを提供する姿勢

です。自分より能力が低いと考えている相手にノーハウを与えないようにして、安い給料で使うと

いった下請けの扱いをしているようでは、将来の発展は期待できません。パソコンメーカーにとっ

て、マイクロソフトやインテルが下請けとは考えられません。互恵関係にあるといえます。このよう

な素朴な当たり前のことですが、マネジメントシステムの実践原則として掲げられています。 


